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論 文 の 内 容 の 要 旨

`タフツ大学医学部のGo止aeh◆とGoldinが健康なアメリカ人の腸内から分離

したことにより,彼らの頭文字をとって呼ばれているムβdわぬ融びGG(ム

出払鳳那例∬と同定)は,平成8年5月に乳酸菌による整腸作用を目的とした特
恵保健用食品の第1号として認定されている｡田渕論文は,血ぐぬぬd肋βGG

の経口摂取がコレステロール,血糖値および高脂肪食摂取時の体重増加や脂質

濃度に及ぼす影響を調べた結果をまとめたものである｡

､田渕論文はⅤⅠ編構成となっており,第Ⅰ編では,発酵乳の一般的機能,生
活習慣病に対するプロパイオテイクスの作用,ム8βわぬd〝由GGの性質および

本研究の目的等が述べられている｡

続いて第ⅠⅠ編では,本研究で行った実験を5章に分け,各章において実験日

軋結果,考察,要約を述べている｡まず,第1章では,血eぬぬ肋GGを

ラットに経口的に投与した場合の残存性を調べ,血eわ由血GGを摂取した

すべてのラットの空腸,回腸,盲腸および糞便にム即わ由d肌げGGを観察でき

たことにより,ム8eわぬd肌拶GGはラット腸管において増殖できると考察して

いる｡続いて第2章では,高コレステロール飼料に凍結乾燥したム飢地元助成仇拶

GGを添加して与えたラットでは,ムβ血βd伽βGG無添加飼料の場合よりも

血清と肝臓のコレステロールの上昇が有意に抑制され,糞中へのコレステロー

ルや胆汁酸の排泄は有意に高いことを観察し,血助d肌躇GGはコレステ

ロールの腸管からの吸収を抑制すると考察している｡また,第3章では,
エ郎地d肌げGGの生菌体と加熱処理菌体を高コレステロール飼料で飼育し

ているラットに与えた実験により,生菌体は加熱処理菌体よりも肝臓コレステ

ロ←ルや血清胆汁酸の上昇抑制作用が強いことや生菌を与えた方が腸のpHが

低いことを示すことにより,ムβ¢ね血d〝肘GGによるコレステロール排泄促準
作用はコレステロールが加地助GGに吸着することに起因すると考察



している｡さらに,第4章では,ストレプトゾトシンで2型糖尿病モデルラッ

トを作製し,そのラットをエ即ぬムa叫ん拶GGの凍結乾燥菌体添加飼料で飼育し

てグルコースやマルトースを負荷したときの血糖値の上昇を測定している｡そ
の結果,血eぬ鮎曲gGG無添加飼料の瘍合よりも添加飼料での飼育により血
糖値の上昇は有意に抑制され,血清インスリンレベルは有意に高いことを観察

している｡これらの結果から,血助d肌拶GGは血糖値の上昇を抑制するこ

と,により2型糖尿病の予防効果があると考察している｡第5章においては,

血dわ鮎d肌拶GGの凍結乾燥菌体を添加した高脂肪飼料で飼育したマウスの
体重,血清遊離脂肪酸および肝臓脂質の上昇は無添加飼料での飼育の場合より

も有意に抑制されることを示すことにより,エacねムa助GGは高脂肪飼料を

与えることにより生じるマウスの肥満や耐糖能低下に対して発症予防作用があ

ると考察している｡

第ⅠⅠⅠ編.では第ⅠⅠ編の結果に基づき,血eねぬ血GGの機能について考察

をしており,第ⅠⅤ編では本論文を総括し,本論文における研究結果から,ム紺わ･

ぬ助GGの摂取はラットのコレステロール上昇抑制効果,糖尿病病態の進

展阻止効果に加えて,マウスの肥満,耐糖能低下の発症予防に有効であると述

べている｡また,第Ⅴ編と第ⅤⅠ編には,それぞれ謝辞と引用文献が記されて

いる｡

審 査 結 果 の 要 旨

タフツ大学医学部のGo沌acbとGoldinが健康なアメリカ人の腸内から分

離したことにより,■彼らの頭文字をとって呼ばれているム血d肌げGG(ム

頭β血刀〟膨と同定)吼平成8年5月に乳酸菌を用いた特定保健用食品の第1
号として罷定されている｡田渕論文は,エ即わぬ肋βGGの経口摂取がコレ

ステロール,血糖値および高脂肪食摂取時の体重増加や脂質濃度に及ぼす影

響を調べた結果をまとめたものである｡田渕論文に`述べられている成果の中

で,審査委貞会は特に以下の3点を評価した｡

① 血頭始点d肌拶GGの生菌体,カP熱処理菌体ともに,コレステロールを

吸着して体外へのコレステロールの排出を促すことにより,高コレス

テロール食で飼育したラットの血清や肝臓のコレスレロールの上昇を

抑制することを示したこと｡

② 2型糖哀痛モデルラットを,血相加点d肌膵GGの凍結乾燥菌体添加飼
料で飼育してグルコースやマルトースを負荷したときの血糖値の上昇

は,無添加飼料の場合よりも有章に抑制されることを示したこと｡
③エβのわムβd肋βGGの凍結乾燥菌体を添加した高脂肪食飼料で飼育した

マウスの体重,血清遊離脂肪酸および肝臓脂質の上昇は無添加飼料での

飼育の場合よりも有意に抑制されることを示しこと｡



これらのことは,ム飢地頭執元肌∬GGは生活習慣病の予防効果を有すること

を実験動物により確認したものである｡このことと,以下に示すとおり基礎

となる論文および既発表が整っていることに基づき,審査委貞会は田渕論文

を岐阜大学大学院連合農学研究科博士学位論文と`して十分価値のあるものと

認めた｡
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